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< ご注意 > 

(1) 本書の内容の⼀部または全部を無断転載することは禁⽌されています。 

(2) 本書の内容については、改良のため予告なしに変更することがあります。 

(3) 本書の内容について、ご不審な点やお気づきの点がありましたら、ご連絡ください。 

(4) 本製品を運⽤した結果の内容の影響については、(3)項にかかわらず、責任を負いかねますのでご了承く
ださい。 

(5) 本書に記載されている会社名・製品名は、各社の登録商標、または商標です。 
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はじめに 
「NETIMPRESS next スタートアップマニュアル」(以下、本マニュアル)は、NETIMPRESS next シリー
ズ製品を購⼊してからプログラミングを開始するまでの⼀連の操作を順に⽰したドキュメントです。 

NETIMPRESS next シリーズ製品で、プログラミング環境を構築する前にお読みください。 

また、本マニュアルで使⽤している画⾯は、Windows 7 環境で作成しています。他の環境をお使いの場
合、表⽰や操作⼿順が異なる場合があります。 

 本マニュアルにおける「プログラミング」とは、対象マイコン内蔵フラッシュメモリ、または、対
象マイコンに接続されている外部フラッシュメモリへのデータ書き込みのことをさしています。 

 

アイコンについて 
本ガイドで使⽤しているアイコンには、以下の意味があります。 
 

 
特に重要な情報を記載しています。操作する際は⼗分に注意してください。 

 
操作を進める上で役に⽴つ情報やアドバイスなどの補⾜事項を記載しています。 

➥ 本マニュアルのほかのページやほかのマニュアルなどの参照情報を記載しています。 
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1.2. 通信環境 
ホスト PC とプログラマ本体の通信には、Ethernet 標準の TCP/IP を使⽤します。そのため、ホスト PC 側に
対応するインターフェースが必要です。インターフェースがない場合には、増設してください。 

(プログラマ本体側の端⼦は 10BASE-T／100BASE-TX 規格に準拠しています) 

 

  

コントロールモジュール 
(CF カード) 

 マイコン⽤プログラミングファームデータを格納する CF カードです。 
プログラマ本体に挿⼊することで各種デバイスへの書込みに対応すること
ができます。 

 ライセンスを追加することでプログラミング対象デバイスを追加すること
ができます。 

 初期出荷時のコントロールモジュールにはライセンスが付加されており 
ません。ご使⽤の際には、ライセンスの追加を必ず⾏ってください。 

➥ ライセンスの追加⽅法については、本マニュアルにある、 
「4.1 ライセンスの追加」を参照してください。 

 ライセンスがサポートしている、同じシリーズのマイコンへのプログラミ
ングは、弊社から別途提供しているマイコンパックを適⽤することに 
よって対応可能です。 

➥ マイコンパックについては、本マニュアルにある、「4.3 各種ファイ
ルのダウンロード」を参照してください。 

 弊社提供のコントロールモジュールをお使いください。専⽤のコントロー
ルモジュール以外では正常に動作致しません。(市販の CF カードはコント
ロールモジュールとしての使⽤はできません。) 
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1.3. プログラミング開始までの流れ 
製品を購⼊してから、プログラミングを開始するまでの基本的な流れを以下に⽰します。 

具体的な設定⼿順については、それぞれの参照先をご覧ください。 

 

 

  

ソフトウェアのインストール 『3.1. ソフトウェアのインストール』 1 

ソフトウェアのセットアップ 

Ethernet 接続設定 『3.2. Ethernet 接続設定』 2 

『5. プログラミング実⾏』 プログラミング実⾏ 

ライセンスの追加 3 

プログラミング環境のセットアップ

YIM フォルダの作成 『4.2. YIM フォルダの作成』 4 

各種ファイルのダウンロード 『4.3. 各種ファイルのダウンロード』 5 

ターゲットシステムとの接続 6 『4.4. ターゲットシステムとの接続』 

『4.1. ライセンスの追加』 
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3. ソフトウェアのセットアップ 

3.1. ソフトウェアのインストール 
プログラミング環境の構築にあたり、下記の 2 つのソフトウェアを使⽤します。 

 AZ490 (リモートコントローラ) 

 AZ481 (KEY ファイルジェネレータ) 

 

これらの、プログラマへの各種設定をおこなうソフトウェアは弊社ホームページから提供しています。 

下記の URL からダウンロード取得してください。 

https://www.dts-insight.co.jp/support/support_netimpress/top/index.php?m=Software 

 

 

ソフトウェアは、⾃⼰解凍形式ファイルとなっていますので、ホスト PC 上で解凍の上、インストールを 
⾏ってください。ソフトウェアのインストールが完了すると、デフォルトでは、 

  Windows [スタート]メニュー – <すべてのプログラム> – <DTS INSIGHT Tools> 

に、アイコンが登録されます。 

➥ 各ソフトウェアの対応 OS など、インストールの諸条件については、 

「AZ490 NETIMPRESS シリーズ⽤リモートコントローラ インストラクションマニュアル」
(AZ490mnJnn.pdf) 

「AZ481 KEY File Generator KEY ファイル作成ツール インストラクションマニュアル」
(AZ481mnJnn.pdf) 

をご確認ください。(nn の部分は、マニュアルの版数を⽰しています) 
 

  

 本マニュアルでは、最新版の AZ490(Ver5.82)の使⽤を前提としています。古いバージョンをご使⽤の
場合、画⾯構成が異なる箇所がありますので、上記リンクから最新版をダウンロード・インストール
してご使⽤下さい。 





⑤ インストーラの指⽰に従って、AZ490(リモートコントローラ)のインストールをおこなってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 下記のダイアログが表⽰されたら、インストール完了です。 

 

 

 

 

 

  

インストールの開始 

インストール先の指定 
(通常は、初期設定のままで問題ありません) 

インストール 

プログラムグループ先の指定 
(通常は、初期設定のままご使⽤ください) 

インストーラの終了





⑤ インストーラの指⽰に従って、AZ481(KEY ファイルジェネレータ)のインストールをおこなってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 下記のダイアログが表⽰されたら、インストール完了です。 

 

 

 

 

 

  

インストールの開始 

インストール先の指定 
(通常は、初期設定のままで問題ありません)

インストール 

プログラムグループ先の指定 
(通常は、初期設定のままご使⽤ください) 

インストーラの終了 



RESET 
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3.2.3. Ethernet 接続時にエラーが発⽣した場合の確認事項 

 

  

Ethernet ケーブルはホスト PC、
プログラマ本体に正しく接続さ
れていますか？ 

 ホスト PC、および、プログラマ本体のコネクタに Ethernet ケーブ
ルが間違いなく接続されている事を確認してください。 
Ethernet ハブを使⽤している場合は、ハブに接続されていることも
確認してください。 

IP アドレスは正しく設定されて
いますか？ 

 プログラマ本体に設定した IP アドレスが正しく⼊⼒されている事
を確認してください。 

➥ 本マニュアル「3.2.1 プログラマ本体の IP アドレス設定」を
参照してください。 

 ホスト PC や同じネットワークに接続している機器に設定されてい
る IP アドレスと重複していないことを確認してください。 

 ホスト PC が IP アドレスを⾃動的に取得する設定(DHCP)になって
いる場合、NETIMPRESS next と接続できません。必ず IP アドレス
を設定してください。 

 サブネットマスクの設定に従った正しい IP アドレスをホスト 
PC 側、および NETIMPRESS next に設定して下さい。 
サブネットマスクが 255.255.255.0 の場合、上位 24 ビットは 
ホストPCとNETIMPRESS nextで共通の値とする必要があります。

ポート番号は正しく設定されて
いますか？ 

 プログラマ本体に設定したポート番号が正しく⼊⼒されている事を
確認してください。特に設定を⾏ってない場合は、デフォルト値
の ”1000” を⼊⼒してください。 

➥ 本マニュアル「3.2.1 プログラマ本体の IP アドレス設定」を
参照してください。 

サブネットマスクについて 

 プ ロ グ ラ マ 本 体 の サ ブ ネ ッ ト マ ス ク の デ フ ォ ル ト 値 は
255.255.255.0 となっています。サブネットマスクは、ホスト PC
側の設定に合わせてください。サブネットマスクは 
「FUNC」「E」「4」にて変更いただけます。 

➥ 変更が必要な場合は、 
「NETIMPRESS next Instruction Manual」 
(NETIMPRESS_next_mnjnn.pdf)にある、「5.6.3. サブネッ
トマスク設定」をご参照の上、設定してください。 



「CF Card Information」タブを開く

クリックして、ファイル選択ウィンドウを開く



ライセンスファイル(xxxx.YLC)を選択 

「OK」ボタンで確定する 

選択したライセンスファイルを読み
込んで、ライセンスを追加する 

ライセンスが追加されます 



コントロールモジュールのシリアル番号は、
この部分に表⽰されています 

“Read License”ボタンより、コントロールモ
ジュールにインストールされているライセン
スを確認することができます
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6. AZ490(リモートコントローラ)画⾯の説明 
AZ490(リモートコントローラ)をご利⽤いただくことによって、各種ファイルのダウンロード、プログラミン
グ環境設定、デバイスファンクションの実⾏をおこなうことができます。 

AZ490 は 6 つのタブ画⾯で構成されています。 

 Host interface Configuration ・・・ プログラマとの接続画⾯ 

 Basic Operation ・・・ デバイスファンクション実⾏画⾯ 

 Parameter Table 1 ・・・ パラメータ設定画⾯ 

 Parameter Table 2 ・・・ パラメータ設定画⾯(⾮公開部分) 

 CF Card Information ・・・ CF カード情報設定画⾯ 

 File Transfer ・・・ ファイル転送画⾯ 

 

本マニュアルでは、このうちもっとも利⽤機会の多い、 

Basic Operation、Parameter Table 1、File Transfer 

について、下記に説明します。 

➥ そのほかの機能や、操作の詳細については、 
「AZ490 NETIMPRESS シリーズ⽤リモートコントローラ インストラクションマニュアル」
(AZ490mnJnn.pdf) 
をご確認ください。(nn の部分は、マニュアルの版数を⽰しています) 

 

  























設定例 

LK1,01,DF;EPR 
(EXE1 を押すと EPR を実⾏) 

 

LK2,01,DD;Program 
(EXE2 を押すと Program を実⾏) 

EXE1 

EXE2

① ② 

③ 

⑤④
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③ cmd1, cmd2, …, cmd16: 

実⾏するコマンドを記載します。 

コマンド定義⼀覧 

コマンドコード 内容 

F0(XXXXXXXX YYYYYYYY) デバイスファンクション領域設定 
(XXXXXXXX: ファーストアドレス、YYYYYYYY: ラストアド
レス）※アドレス省略時は、フラッシュ ROM 全領域。 

F1(XXXXXXXX YYYYYYYY ZZ) ブロックストア 
(XXXXXXXX: ファーストアドレス、YYYYYYYY: ラストアド
レス、ZZ: データ) ※アドレス、データ省略時は、フラッシュ
ROM 全領域、データは 00。 

F2 バッファメモリクリア 

FF1(XXXXXXXX.YYY) ファイル呼び出し 
(XXXXXXXX.YYY: ロードファイル名) 

FF5(XXXXXXXX YYYYYYYY) 転送アドレス設定 
(XXXXXXXX: ファーストアドレス、YYYYYYYY: ラストアド
レス）※アドレス省略時は、フラッシュ ROM 全領域。 

D9 Blank (デバイスファンクション) 

DC Erase (デバイスファンクション) 

DD Program (デバイスファンクション) 

DE Read (デバイスファンクション) 

DF E.P.R. (デバイスファンクション) 

FB0(XXXXXXXX.YIM) カレント YIM フォルダの切替え 
(XXXXXXXX.YIM: YIM フォルダ名) 

FBD(XXXXXXXX.YMN) カレント YMN ファイルの実⾏ 
(XXXXXXXX.YMN: 実⾏対象の YMN ファイル名) 

 CSB ファイル内で設定可能なコマンドの最⼤数は、16 コマンドまでです。 

 

④ コメント区切り “;” (1 バイト):  

⑤のコメントとの区切りを⽰します。 

 

⑤ comment (任意の⽂字列＋CRLF):  

コメントを記述します。 

 ⾏末には、必ず改⾏コード(CRLF)を挿⼊してください。 

2 ⾏⽬(LK2 設定⾏)も、必ず改⾏コードを⼊れてください。
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10.2. CSB ファイルの作成例 
例 1 (Test.csb 標準添付サンプル) 

各種コントロールモジュールに、Test.csb というファイルが添付されています。この CSB ファイルの記述 
内容は、以下のとおりです。 

【記述内容】 

LK1,01,DF;EPR 

LK2,01,DD;Program 

【実⾏シーケンス内容】 

EXE1 キー = E.P.R.実⾏、EXE2 キー = Program 実⾏ 

※前提条件: YIM フォルダが選択された状態になっていること。 

 

例 2 

【記述内容】 

LK1,01,FB0(SH7058RED.yim);CHANGE YIM 

LK2,01,DF;E.P.R 

【実⾏シーケンス内容】 

EXE1 キー = 指定 YIM フォルダをロード、EXE2 キー = E.P.R.実⾏ 

“EXE1”キーを押すと、“SH7058RED.YIM”が Current IMPRESS Module としてロードされます。 

“EXE2”キーを押すと、“SH7058RED.YIM”の内容がターゲットに EPR されます。 

 

例 3 

【記述内容】 

LK1,04,FB0(SH7750R01.yim),DF,FB0(SH7750R02.yim),DF;2file sequence EPR 

LK2.01.DC;Erase 

【実⾏シーケンス内容】 

EXE1 キー = 2 つの YIM フォルダの連続プログラミング、EXE2 キー = Erase 実⾏ 

“EXE1”キーを押すと、“SH7750R01.YIM”が Current IMPRESS Module としてロードされ、その内容がター
ゲットに EPR されます。 
続いて、“SH7750R02.YIM”が Current IMPRESS Module としてロードされ、その内容がターゲットに 
EPR されます。 

“EXE2”キーを押すと、ターゲットのフラッシュメモリが Erase されます。 

【⽤途例】 

フラッシュマイコンに外部フラッシュメモリが接続されている基板に対し、内蔵フラッシュと外部フラッシュ 

の両⽅にプログラミングする場合、など。 
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11. ⽤語⼀覧 
⽤語 説明 

コントロールモジュール ライター本体に挿⼊して使⽤する CF カードです。NETIMPRESS 使⽤時は必ず
コントロールモジュールが必要です。 
また、オブジェクトファイルや、各種書き込み条件ファイルをコントロール 
モジュールの YIM フォルダ内にあらかじめダウンロードしておくことで、 
パソコンなしのスタンドアロンでの利⽤が可能です。 

マイコンパック 弊社のホームページからダウンロード可能な、各種マイコンに対応したパラメ
ータファイル等です。マイコンパックファイルは、⾃動解凍形式(EXE ファイル)
のファイルになっており、Windows 上でファイルのダブルクリックで解凍が可
能です。 
マイコンパックのファイル構成は、パラメータファイル(拡張⼦.PRM)、 
PDF マニュアル、書き込み制御プログラム(拡張⼦.BTP)、readme ファイル 
などです。(マイコンによりファイル内容が異なります) 

バッファメモリ NETIMPRESS では、書き込み対象となるマイコンと同⼀メモリマップの 
バッファメモリを NETIMPRESS 上のコントロールモジュール上の各 YIM フォ
ルダ内にもっています。メモリマイコンのフラッシュメモリに書き込み時は、
このバッファメモリ上のデータが書き込みされます。 
NETIMPRESS では、バッファメモリ上にユーザーのオブジェクトファイルをロ
ード/セーブする機能や、バッファメモリの編集(エディット)機能などが 
あります。 

定義体 コントロールモジュールの各 YIM フォルダ内に、各種マイコンと通信する 
ために持っている固有のプログラムです。定義体の⼀部はパラメータと 
なっていて、リモートコントローラ AZ490 を使⽤して変更が可能です。 
(定義体を使⽤する際には、コントロールモジュール毎にライセンスの購⼊が 
必要です。) 

オブジェクトファイル ユーザーがマイコンのフラッシュに書き込むためのプログラム/データファイ
ルです。NETIMPRESS では、バイナリ、インテル HEX、モトローラ S の形式
に対応しています。 

書き込み制御プログラム ⼀部のフラッシュマイコンでは、シリアル書き込みモードで動作する為の 
プログラム（ファームウェア）がマイコンに内蔵されていません。これらの 
マイコンを NETIMPRESS で使⽤する場合は、NETIMPRESS から書き込み 
制御プログラムをマイコンにダウンロードする必要があります。 
これらのマイコンはライターモードで起動時にブートプログラムが実⾏され、
この中で書き込み制御プログラムをダウンロードしています。ダウンロードす
る書き込み制御プログラムは、対応するマイコンのファイル（拡張⼦.BTP）を
コントロールモジュールの YIM フォルダ内にコピーして下さい。 

WCP 書き込み制御プログラム(Write Control Program)の略称です。 

BTP ファイル 書き込み制御プログラムのファイル(拡張⼦が.BTP)を指します。 
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カレントファイル 現在、作業中のファイルのファイル名がカレントファイル名です。ファイルロ
ード時（[FUNC][F][1]）にカレントファイル名がセットされます。現在のカレ
ントファイル名は[FUNC][F][4]にて確認できます。 

AMK ファイル セキュリティ機能のあるマイコンで、スタンドアロン使⽤時に KEY ファイルを
使⽤しない場合に、ID データを操作パネル上で⼿⼊⼒する際に暗号アドレスの
⼊⼒を省略する為の⽤意するファイルです。(拡張⼦ .AMK)また、マスター 
キーファイルとして、オブジェクトデータによらず固定の ID コードをマイコン
に送信するために使⽤します。 
AMK ファイルはマイコンパックでも提供されています。新たに作成する場合、
ファイル名はマイコンにより固定となります。ファイル名のつけ⽅はコントロ
ールモジュールのマニュアルを参照して下さい。 
ファイルは、暗号アドレスおよびダミーデータ(FF)を含むモトローラ S 形式で
す。AZ481 ファイルジェネレータを使⽤して作成します。 
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